


2 3

　令和２年４月、県の原子力安全対策等に関するポータルサイトをリ
ニューアルしました。新しいサイトでは、従来の測定・検査結果のほか
に、宮城県の原子力発電所に関する安全対策や防災対策、放射線・放
射能の基礎知識等のページを追加し、イラストやアニメーションを使
いながら、宮城県の原子力行政や放射線・放射能に関する情報につい
て、分かりやすくお伝えしています。

１．いままでの「読む」サイトから「見る」サイトへ
２．多言語に対応したコンテンツを増やした「いつでも、どこでも、
だれでも」見られるサイト

３．検索のしやすさ、ガイド機能を充実させた「使いやすい」サイト

「放射線と放射能」の10の基礎知識について、イ
ラストと動画で分かりやすく解説します。

ガイド機能
サイトマップをすべてのページの下段に配置して
情報を探しやすくしました。

検索機能
トップ画面にすべてのページの入口を配置しました。
より少ない手順で目的ページへたどりつくことができます。

「みやぎ原子力情報ステーション」の開設について
原子力安全対策等に関するポータルサイト トップ画面の紹介
特集

「みやぎ原子力情報ステーション」の特徴

2 多言語対応　《 空間放射線量率測定結果の例 》

ハングル

※スマートフォンにも対応

繁体字 英　語

新着情報

お知らせ、測定結果等
の新着情報を確認でき
ます。

1 「見る」サイト　《 基礎知識の例 》

3 「使いやすい」サイト　《 トップ画面の例》

「みやぎ原子力情報ステーション」にアクセスする方法

QRコードを利用できる端末の場合は、右のQRコードよりアクセスできます

「みやぎ　原子力」で検索 みやぎ　原子力 検索

原子力防災対策

地域防災計画、原子力
災害時の避難計画、女
川地域の緊急時対応、
原子力防災訓練等の県
の取組が確認できます。

食べ物・飲み物
放射性物質測定結果

農林産物、穀物、水産
物、牛乳、水道水等の放
射能測定結果を、市町
村別に確認できます。出
荷制限状況もここで確
認できます。

原子力に関する
10の知識

原子力に関する10の知
識についてイラストやア
ニメーションにより親し
みやすく解説しています。

空間放射線量率の
測定結果

10分ごとの空間放射線
量率測定結果を、市町村
別に、確認できます。

発電所運転状況

東北電力のホームペー
ジへリンクしており、女
川原子力発電所の運転
状況等をリアルタイムで
確認できます。

スライドコーナー

このサイトの「顔」として、
県の原子力安全対策・
防災対策に関する取組
を写真と説明付きのスラ
イドで紹介します。

原子力広報

セミナー、イベント、各種
パンフレット、冊子等、県
の原子力広報事業につ
いて確認できます。

原子力安全対策

女川原子力発電所の安
全確保対策、環境放射
線・放射能監視測定結
果等の県の取組が確認
できます。
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核　種 採取月単位
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放 射 能 測 定 結 果 （ 対 数 表 示 ）試 料 名
（試料数）
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2 環境試料中の放射能濃度
　今期の環境試料中の放射能濃度の調査結果は、東京電力㈱福島第一原子力発電所事故前の測定値の範囲を超過する試料がありましたが、
事故前の測定値の範囲内まで低減している試料もあり、放射能濃度は減少傾向が見られています。

女川原子力発電所周辺の
令和2年1月～

令和2年3月環境放射能調査結果
今回の調査結果について
　県では、３ヵ月毎に「原子力だよりみやぎ」等で環境放射能調査結果を公表しておりますが、この調査結果につきましては、学
識経験者等で構成する「女川原子力発電所環境調査測定技術会」（技術会）にて評価を行い、「女川原子力発電所環境保全監
視協議会」（協議会）にて確認を受けてから、公表しております。
　今般、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に鑑み、技術会及び協議会の開催を延期したことから、今回の調査結果につき
ましては暫定値となりますが、今後の技術会及び協議会にて、評価・確認を受けることとしております。
　今後の評価・確認により、本暫定値に変更があった際には、改めて「原子力だよりみやぎ」にて、お知らせいたします。

※放射性核種

水道原水、海水

マガキ

海水、エゾノネジモク

水道原水、浮遊じん、海水

H-3

Sr-90

I-131

Cs-137

試料名

令和2年1月～3月の調査で
放射性核種が検出されなかった試料とその放射性核種名

※放射性核種／H-3…トリチウム　Sr-90…ストロンチウム90
　　　　　　　I-131…ヨウ素131　Cs-137…セシウム137

グラフの見方

令和2年1月～3月の測定結果

0.01 0.1 1
放　射　能　測　定　結　果（対数表示）

測定値が複数の場合は測定値範囲で表し、1つだけの場合はその測定値を表します。測定値が複数の場合は測定値範囲で表し、1つだけの場合はその測定値を表します。
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令和2年1月～3月の測定結果

平成23年度～30年度測定値
本四半期における測定値

平成2年度～22年度測定値

本四半期における測定値範囲

平成23年度～30年度測定値範囲

平成2年度～22年度測定値範囲

ナノグレイ／時

1 放射線の強さ（空間ガンマ線量率）
　今期の調査結果は、下図のように東京電力㈱福島第一原子力発電所事故前における測定値の範囲内でした。

モニタリング
ステーション 20 40 60 80 100 120 140 160

石巻稲井

雄 勝

河 南

河 北

北 上

鳴 瀬

南 郷

涌 谷

津 山

志 津 川

ナノグレイ／時

モニタリングステーション、モニタリングポイント及び放水口モニター設置地点

モニタリングポイント
■宮城県

■東北電力

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（12）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（9）

モニタリングステーション
●宮城県

◆宮城県（広域）

●東北電力

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（7）

・・・・・・・・・・・・・・・・（10）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（4）

放水口モニター
▲東北電力・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（3）

グラフの見方

平成22年度以前測定値範囲

本四半期における測定値範囲

平成23年度～30年度測定値範囲女川町

美里町

涌谷町

登米市
南三陸町

石巻稲井

河南

涌谷

鳴瀬

南郷

河北

北上

津山
志津川

雄勝石巻市

東松島市

「◆宮城県（広域）」の10局は、女川原子力発電所から10～30kmの範
囲で県が平成25年度から測定を開始したモニタリングステーションです。
モニタリングステーションには、放射線を測定する精密機器や、気象を観
測する風向風速計などの測定器を設置しています。

※2：1,2,3月の１ヶ月ごとに採取した結果　※3：1月～3月の３ヶ月間継続して採取した結果　※4：令和元年度から測定を開始しており、過去の範囲はありません。

※1：令和元年度から運用を開始しており、過去の範囲はありません。

※1

※1

※1

※1
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用語説明

　原子力発電所や火力発電所が稼働中の場合、蒸気の力でタービ
ンを回して電気を作っています。
　タービンを回した後の蒸気は、海水で冷やされて水に戻ります。この
蒸気を冷やした後の海水は、取水した時の温度より少し上昇して海に
戻ります。これを「温排水」と呼んでいます。 
　また、温排水が持つ熱エネルギーを有効利用するため、さまざまな研
究に取り組んでいる発電所もあります。 

温排水

温排水の活用事例［関西電力（株）高浜発電所］
●温排水を利用した温室による洋ラン栽培。
●温排水利用による魚介類（アワビ、サザエ、マダイ）の増養殖。  

令和2年1月～3月
（℃）

●A:女川湾沿岸（St.1～5,11）　県調査地点

★B:前面海域（St.6,8,9,12,14）　東北電力調査地点

★C:湾中央（St.7）　東北電力調査地点

★陸域放流前（St.10,13,15）　東北電力調査地点

2 水温連続モニタリングによる水温調査

水温調査（モニタリング）位置図

（イ）水温測定範囲

グラフの見方
水温連続モニタリングにより
海水温を測定しています。

今期の
測定値範囲

昭和59年度～平成30年度の
測定値範囲

水温・塩分調査位置図
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前面海域　　　　周辺海域
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令和2年2月12日調査
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令和2年1月22日調査
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注1 前面海域とは大貝崎と早崎を結ぶ線の内側（調査点11,12,16,17,18,20,21,22,29-37）をいいます。
注2 0.5ｍ、10.0ｍは、調査水深を表しています。
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1 水温・塩分調査

女川原子力発電所周辺の
令和2年1月～

令和2年3月温排水調査結果

■令和2年1月～3月
（ロ）測定点間の水温較差

St.9（排水浮上点近傍）と
St.6（1号機取水口）
との水温較差

St.9（排水浮上点近傍）と
St.12（2号機取水口）
との水温較差

St.9（排水浮上点近傍）と
St.14（3号機取水口）
との水温較差

St.9（排水浮上点近傍）と
St.7（湾中央部）
との水温較差

St.9（排水浮上点近傍）と
St.8（発電所前面）
との水温較差
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今回の調査結果について
　県では、３ヵ月毎に「原子力だよりみやぎ」等で温排水調査結果を公表しておりますが、この調査結果につきましては、学識

経験者等で構成する「女川原子力発電所環境調査測定技術会」（技術会）にて評価を行い、「女川原子力発電所環境保全監

視協議会」（協議会）にて確認を受けてから、公表しております。

　今般、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に鑑み、技術会及び協議会の開催を延期したことから、今回の調査結果につ

きましては暫定値となりますが、今後の技術会及び協議会にて、評価・確認を受けることとしております。

　今後の評価・確認により、本暫定値に変更があった際には、改めて「原子力だよりみやぎ」にて、お知らせいたします。


